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　金物工具、作業衣料、建築資材を取り扱うプロ用としての金物工具専門店「プロ
ビルダーズ」（北海道・東北を中心に展開するホームセンター／ホーマック運営）。
　プロ仕様・力強さ・心強さをコンセプトにネーミング・ブランドマーク・サイン・
店舗内アイテム・プロモーション・ガイドラインまで総合的に開発。オレンジとブ
ラウンのカラーを採用し、力強くシンプルで統一感のあるデザインシステムで、競合
他社との差別化をはかったブランドを構築。

Typography

Promotion Banners Shop Items

Logotype Color Logomark

　ロゴタイプ、ロゴマークの開発に加え、ホワイトを基調にしたVIS（ビジュアル・アイ
デンティティ・システム）を構築し、ステーショナリーからサインまで様々なタッチポイン
トのデザイン開発に従事する。デザイン開発にはじまり入稿、もしくは施行までの監修も
行う。インナーブランディングの１つとしての社内浸透ツール用ブランドブックや効果的
な統合された運用を行うためのガイドラインデザインの開発にも従事。

ガイドライン（一部）コーポレートアイテム

サイネージ

ロゴタイプ／フォトイメージ

ロゴタイプ／ファサードサイネージ

VI ／デザインシステム（一部）

インテリアファサードサイネージ

一般SNS投稿写真よりブランドマーク

パターン店舗ファサード／店内グラフィック

パッケージガイドライン

Store
Signage

Road-side
Signage

ブランドロゴ／ホテルアイテム一式／サイネージ

ガイドライン（一部）

ロゴタイプ／VI ／店舗ファサード

Veicle

Private Brand

　ブランドステートメント「Joy of Design」のもと、新しいブランド世界観を構築。シン
プルでありながら、人間的かつ洗練されたフォルムを持つ小文字のロゴタイプを開発。
　空間づくりの主体は生活者やデザイナーであるため、自らの存在を誇張することはせ
ず、多様なスタイルに取り入れられるニュートラル性を持ち、新しい時代の流れにしなや
かに対応しながら新たな価値を創造をしていく姿を表現。

　このクラシック感にモダンさを取り入れた「ネオクラシック」という店舗デザインコン
セプトのもと、谷尻誠率いる建築設計事務所SUPPOSE DESIGN OFFICEと共に、
これまでのチェーン店にはない上質で居心地の良い空間づくりを開発。
　サイネージにおいては、様々な照明仕様に対して徹底した色の統一を検証し、施行監
修する。

　カフェ業界のサードウェーブが押し寄せる中、チェーン店として差別化を図るべく、
「カジュアル&リッチ」というブランドエッセンスでVeloceの店舗ブランディングを構築。
　クラシック感にモダンさを取り入れたロゴタイプデザイン、一杯のコーヒーから生ま
れる豊かなひとときを表現したロゴマークデザイン、ならびに店舗アイテムデザイン、店
舗デザイン開発ディレクション、サインデザインの開発に従事。2016年4月、神楽坂店
第1号のリニューアルオープン。

Caffe
Veloce

　沖縄の豊かな自然から生まれる鮮やかな色や独特な造形、そして写真やグラフィック
によるヴィンテージアメリカンを融合して、オリジナリティのあるアイデンティティを表
現。ブランドマークから基本デザインシステム、コーポレートから店舗までのアプリケー
ション、そして店舗インテリア、ガイドライン開発まで行う。
　ブランドマークのデザイン開発では、数ある中から私の提案が採用され、それに加え
あらゆるタッチポイントのデザイン開発に従事。私にとってブランドクリエイト社でのひ
とつの大きな成果となる。

　1948年に沖縄の米軍基地から創業した“アメリカ生まれ沖縄育ち”のアイスクリーム
製造販売会社フォーモストブルーシール。昔から県民に愛され続けているが、海外から
の競合ブランドが出てくる中で若者を中心に一層の魅力的なブランド力を構築すべく
2013年にリブランディング。
　「アイスがもたらす笑顔のために」を企業理念に、これまでの既得価値をいかしなが
ら、“OKINAWAxAMERICA”の楽しさ溢れるブランド世界観を創造。ブルーシールな
らではの、笑顔溢れるカスタマーエクスペリエンスを創出。

Fourmost
Blueseal

　アプリケーションは、ステーショナリーからドキュメント、アドバタイジング、セールス
プロモーション、サイン、ガイドラインまで全てをデザイン開発。豊かなゆったりとした時
間を、流れるようなグラフィックエレメントで統一。
　また、ブランドマークのエレメントからなるオリジナルのパターンを開発し、小紋のよ
うに表現。和のカラーシステムと共にカテゴリー分けなど機能性もある、様々なアイテム
へ展開できるデザインシステムを構築。

　シェラトンホテル札幌からの事業譲渡により2014年にオープンした「ホテルエミシア
札幌」。ネーミングからブランドマーク、デザインシステム、アプリケーション、ガイドライ
ンまでブランディングデザインを創造。
　「笑み」「幸せ」をキーワードとしたハートを象った柔らかい印象の、かつシティホテル
としての格ももち併せたブランドマークを開発。外国からのお客様も多い時代、おもてな
しのサービスを中心とした和のコンセプトもデザインに反映。

Hotel
Emisia


